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診療科紹介 

放射線治療部門は開設4年目を迎えました．2014

年3月をもって鈴木涼子医師が横浜市立大学医学部放

射線科に戻りました．2014年6月より同大学から田山

由美子医師を迎え，松井謙吾医師，髙野祥子医師と

ともに医師4名体制で診療にあたりました．2014年4

月にremote after-loading system（RALS：遠隔操作密

封小線源治療装置）を導入，治療を開始いたしまし

た．RALSは子宮頸癌の腔内照射のための治療機器で

あり，湘南地方では初の導入となります．トモセラ

ピーによる体外照射と組み合わせて，子宮頸癌の根

治的放射線療法に取り組んでおります． 

この導入に伴い，看護師も1名増員となりました．

診療放射線技師3名，医学物理士2名，看護師2名，ク

ラーク1名で診療に当たっております． 

他科および近隣の施設の先生方より多くの患者さ

んをご紹介いただき，治療患者数も増加しています．

疾患を問わず，放射線治療の適応のある方に質の良

い治療を提供し，院内のがん診療に携わるすべての

医療スタッフの方々と協力しながら，患者さんのが

ん治療に貢献できるように努めております．   

また数週間にわたる長い治療期間中，患者さんが

安心して治療を受けていただけるようスタッフ全員

で取り組んでおります． 

 

 

展望 

一人ひとりの患者さんに，さらに高精度高品質の

放射線治療をご提供できることを目標としています． 

 

診療実績（2014.1～12）原発巣別照射数 

乳腺腫瘍         80 

泌尿器系腫瘍        95 

肺・気管・縦隔腫瘍    68 

造血・リンパ系腫瘍    29 

食道腫瘍         17 

胃・小腸・結腸・直腸腫瘍 20 

肝・胆・膵腫瘍       2 

婦人科系腫瘍       25 

頭頸部腫瘍         8 

脳・脊髄腫瘍        7 

皮膚・骨軟部腫瘍      1 

その他           4 

合計           356 
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